
１．技術レベル 個々の医療技術の価値（効率性）を評価し、
保険収載の可否や償還価格に反映（例：費用
対効果評価等）

２．システムレ
ベル

保険償還や医療提供体制などの「システム・
仕組み（償還方法等）」の価値（効率性）向上
を目指す（例：P4P や ACO等）

３．個人の価値
観を考慮

患者・家族らの価値観に基づいて臨床現場で
の意思決定を行う（例：共有型の意思決定
<shared decision making: SDM> 等）
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図表２　CMSが示した支払いカテゴリーの枠組み

概要

メディケア
における例

カテゴリー１
出来高払い

（価値との連動なし）

カテゴリー２
出来高払い

（価値との連動あり）

カテゴリー３
新たな支払い方式

（出来高払いをベースに）

カテゴリー４
ポピュレーションベイスドの支払
い（population based payment）

・提供された医療
サ ー ビ ス の 量
（volume）に基づ
いた支払（質や効
率に連動していな
い）

・一部の提供された医
療サービスは質や効
率に連動している

・一部の支払いは対象集団の
効果的な管理や一連のケア
（episode of care）に連動
している

・支払いはいぜんとして医療
サービスを行ったことに
よってなされるケースが多
い

・支払いは医療サービスを行ったこ
とによってなされない。すなわち、
提供された医療サービスの量とは
関係がない

・医療従事者／医療機関は、長期に
わたって（例えば、１年以上）、受
益者（beneficiary) に対して責任
を持つことにより支払いを受ける

・メディケアは主に
出来高払い

・病院に対する価値に基づいた
支払い（Hospital value
 based purchasing)

・医師向けの P4P プログラム
(Physician value modifier)

・再入院率に関わる支払い調整
（Hospital Readmissions 
Reduction Program）

・Accountable Care Organization
・Medical Homes
・包括的プライマリケア・イニアシ
ティブ（トライアル）

・末期腎不全患者に対する包括的ケア
・メディケア・メディケイドの統合
出来高払い

・先駆的な Accountable Care 
Organization（3-5 年以内）

・メリーランド病院

論評
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【注】
1 例えば、日本医療政策機構（HGPI）・米国戦略国際問題研究所（CSIS）「医療システムにおけ
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イシングが中心的な論点の一つになっていた。保健医療 2035 では、2035 年の保健医療が達成
すべきビジョンの一番目を「リーン・ヘルスケア～保健医療の価値を高める～」とし、バリュ
ーベースという言葉こそ用いていないが、意味としてはバリューベース・ヘルスケアを目指す
としている。

2 Henkel R., et al. The Risks and Rewards of Value-Based Reimbursement. Frontiers of Health 
Services Management. 32(2): 3-17, 2015 や Badash I, Kleinman N P, Barr S, et al. (February 
09, 2017) Redefining Health: The Evolution of Health Ideas from Antiquity to the Era of Value-
Based Care. Cureus 9(2): e1018 など

3　Gray らは、配分の価値（allocative value）、個人の価値（personal value）、技術の価値（technical 
value）の三つがあるという（Gray M., et.al., Equity and Value in 'Precision Medicine'. New 
Bioeth Apr;23(1):87-94. 201）。Towse らはミクロとマクロの価値があるという（Towse et.al, 
Striking The Right Level:  HTA in Emerging Market Health Systems. 
ISPOR Latin America: Mexico City,  September 2011）。筆者は、現実との関係でのわかり易さ
を重視し、本文にあるような整理とした。

4 このような意味で価値（バリュー）を用いるのは、ハーバード大学ポーター教授が代表的（Porter 
M. What Is Value in Health Care? The New England Journal of Medicine 363;26:2477-2418, 
2010）。ただし、医療従事者の間では、バリューというと、医療費抑制の意味にとられているこ
とが多いとも米国では言われる（Lee T. Putting the Value Framework to Work. The New 
England Journal of Medicine. 363;26: 2481-2483, 2010）

5 一般的に「価値」といえば、そのものがもたらす総体であり、効率性の意味に必ずしもならな
いが、医療技術およびシステムレベルの議論で「価値に基づく医療」というときには、効率性
を一般的に指す。

6 HTA という言葉も多義的である。厚生労働省の「医療技術評価の在り方に関する検討会」報告
書 (1997) では、医療技術評価とは、「個人や集団の健康増進、疾病予防、検査、治療、リハビ
リテーション及び長期療養の改善のための保健医療技術の普及と利用の意思決定支援を目的と
して行うものであり、当該医療技術を適用した場合の効果・影響について、特に健康結果を中
心とした医学的な側面、経済的な側面及び社会的な側面から、総合的かつ包括的に評価する活動」
と定義されているが、近年、一般には「費用対効果」と同義に使われていることから、本稿で
もその意味で用いる。

7 正式には、The Patient Protection and Affordable Care Act of 2010
8 この図表２は、CMS の Chief Medical Officer であった Patrick Conway 氏が、JAMA の論文
（Rajkumar R, Conway PH, Tavenner M. CMS ─ engaging multiple payers in payment reform. 
JAMA 2014; 311: 1967-8）を基に作成したスライドの一部を翻訳・改変したもの（同スライドは、
https://www.thepcpi.org/education/conferences/past-conferences/2015-spring-conference-
presentations/ からダウンロード可＜ 2017 年 10 月 10 日＞）

9 Muir Gray, Value based healthcare- Reducing unwarranted variation to maximise the value of 
healthcare for populations. BMJ 2017;356

、日内会誌 103：2829 ～ 2834，2014
11 Jeseph-Williams N., et al., Implementing shared decision making in the NHS: lessons from the 
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MAGIC programme. BMJ 357:j1744, 2017
12 Sloan F, Edited. Valuing Health Care. Cambridge University Press. 1995
13 PubMed により、

ヒットし、そのうち、2000 ～ 2009 年までが 133 件で、2010 年以降現在までが 843 件であった
（2017 年 10 月 10 日に検索）。なお、本稿でいうバリューベース・ヘルスケアに関わる意味（医
療経済、保険償還、患者の価値観関連）
では使われているのに対し、2000 年以前では医学的、あるいはマーケティング用語として用い
られているものが多くみられた。

14 Porter M. A Strategy for Health Care Reform -Toward a Value-Based System. The New 
England Journal of Medicine. 361;2:109-112, 2009 や 前出 Porter (2010) など

15 Dalzell M. Now Might Be the Right Time To Kill Hospital Value-based Purchasing Program. 
Managed Care, May 2017

16 これについては、NICE 等からの公式の発表はないが、技術的な理由からか導入されなかった
とされる

17 前出 Gray M（2017）
18 「経済・財政再生計画」の着実な実施に向けた建議（平成 29 年５月 25 日 、財政制度等審議会）、

経済財政運営と改革の基本方針 2017（平成 29 年６月９日、経済財政諮問会議）
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20 Hwang T., et.al, Value-Based Pricing and State Reform of Prescription Drug Costs. JAMA. 
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21 日本経済新聞「ノバルティス、次世代がん免疫薬承認へ－米で審査通過」（2017 年 7 月 14 日）
22 鄭丞媛他 . 質に基づく支払い（Pay for performance: P4P）の動向と今後のあり方 . 季刊・社

会保障研究　48(2): 186-196, 2012
23 P4P の効果を評価した日本語文献では、鄭丞媛他 . 米国における医療の質に基づく支払（P4P）

の動向と日本への示唆（上下）、社会保険旬報 2396:10-15, 2397: 20-15 2009 に詳しい。
24 Markovitz A., et.al. Pay-for-Performance: Disappointing Results or Masked Heterogeneity? 

Medical Care Research and Review. 74(1): 3 -78, 2017 および Mendelson A., et.al. The Effects 
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国での経験も踏まえ、Ｐ４Ｐに効果がみられているとしたら、外来の診療プロセスの変化では
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25 Eijkenaar F. Key issues in the design of pay for performance programs. Eur J Health Econ.
14:117-131, 2010 や Berenson R., et.al. Beyond Measurement and Reward: Methods of 
Motivating Quality、Improvement and Accountability. Health Services Research 50(S2): 2155-
2186, 2015、Chee T., et.al. Current State of Value-Based Purchasing Programs. Circulation. 
133:2197-2205, 2016 など

26 一方で、バリューベース・ヘルスケアを推し進めることにより、効果がみられない患者・疾病
に対する医療が抑制されるなどが起こらないよう、公平性の問題への留意も必要と思われる。 
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